
平成23年7月期 第2四半期決算短信〔日本基準〕（非連結） 

平成23年3月11日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 株式会社 大盛工業 上場取引所 東 
コード番号 1844 URL http://www.ohmori.co.jp/
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 佐藤 進助
問合せ先責任者 （役職名） 常務取締役 管理本部長 （氏名） 関   忠夫 TEL 03-3627-3221
四半期報告書提出予定日 平成23年3月14日
配当支払開始予定日 ―
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無
四半期決算説明会開催の有無 ： 無

1.  平成23年7月期第2四半期の業績（平成22年8月1日～平成23年1月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年7月期第2四半期 856 △29.6 △160 ― △175 ― △178 ―
22年7月期第2四半期 1,217 △21.2 △122 ― △127 ― △127 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年7月期第2四半期 △2.31 ―
22年7月期第2四半期 △1.65 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年7月期第2四半期 2,548 1,454 57.1 18.77
22年7月期 2,897 1,627 56.2 21.00

（参考） 自己資本   23年7月期第2四半期  1,454百万円 22年7月期  1,627百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年7月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年7月期 ― 0.00
23年7月期 

（予想）
― 0.00 0.00

3.  平成23年7月期の業績予想（平成22年8月1日～平成23年7月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,270 △19.2 △127 ― △145 ― △150 ― △1.93



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）詳細は、ページ3定性的情報2その他の情報をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年7月期2Q 77,527,498株 22年7月期  77,527,498株
② 期末自己株式数 23年7月期2Q  39,226株 22年7月期  39,211株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年7月期2Q 77,488,274株 22年7月期2Q  77,488,378株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品
取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

業績の状況  

 当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、経済対策効果や海外経済の改善を背景に、企業収益に改善の兆し

は見られたものの、引き続き厳しい雇用情勢やデフレ状況のなか、為替相場の先行き不透明感がぬぐいきれない状

況にあります。   

 建設業界におきましても、公共投資は依然として減少を続け、民間設備投資も住宅需要の低迷や設備投資意欲の

減退により大幅に落ち込むなど、縮小する市場での受注競争は一層激化しております。 

 このような状況の中、当社におきましては、主力の上・下水道工事の施工におきまして、他社との差別化を図る

ため、新技術による工法を重視しながら施工を推進してまいりました。また、不動産開発部門におきましては、Ｏ

ＬＹ機材等の普及を図るため、より積極的に新規顧客獲得に向け営業を展開するとともに、販売用不動産も引き続

き早期売却に向け販売促進を図ってまいりました。 

 その結果、当第２四半期累計期間の業績につきましては、受注高5億58百万円（前年同期比16.4％減）、売上高8

億56百万円（前年同期比29.6％減）となりました。 

 収益面につきましては、原価低減、経費削減に努めておりますが、売上高の減少に伴い1億60百万円の営業損失

となりました。(前年同期は営業損失122百万円）  

 経常損益面につきましては、支払利息等の支払いにより、1億75百万円の経常損失となりました。（前年同期は

経常損失127百万円） 

 四半期純損益につきましては、1億78百万円の四半期純損失となりました。（前年同期は四半期純損失127百万

円） 

 事業の種類別概要は、次のとおりであります。 

（建設事業） 

 建設事業におきましては、依然として公共投資の縮減、落札価格の低価格化が引き続いておりますが、元請受注

に注力し、受注高3億94百万円（前年同期比31.4％減）、売上高6億90百万円（前年同期比38.3％減）、完成工事総

利益30百万円（前年同期比61.9％減）となりました。 

（不動産事業等） 

 不動産事業等におきましては、引き続きＯＬＹ機材の拡販と販売用不動産の早期売却に努め、受注高1億63百万

円（前年同期比77.6％増）、売上高1億63百万円（前年同期比77.6％増）となり、不動産事業等総損失14百万円

（前年同期は不動産事業等総損失8百万円）となりました。 

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

資産、負債及び純資産の状況  

 当第２四半期会計期間末の資産の残高は25億48百万円となり、前事業年度末に比べ3億49百万円減少いたしま

した。その主な要因は、現金預金2億50百万円、販売用不動産99百万円及び受取手形・完成工事未収入金等33百

万円の減少等によるものであります。 

 当第２四半期会計期間末の負債の残高は、10億93百万円となり、前事業年度末に比べ1億76百万円減少いたし

ました。その主な要因は、支払手形・工事未払金等1億99百万円、預り金6百万円及び未払費用4百万円等の減少

によるものであります。 

 当第２四半期会計期間末の純資産の残高は14億54百万円となり、前事業年度末に比べ1億72百万円減少いたし

ました。その主な要因は、四半期純損失1億78百万円によるものであります。 

１．当四半期の業績等に関する定性的情報
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キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期会計期間における「現金及び現金同等物（以下「資金」という。）」の四半期末残高は、前事業年

度末に比べ2億50百万円減少し6億85百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況等につきましては、 次の

とおりであります。 

 ①営業活動によるキャッシュ・フロー 

 営業活動の結果使用した資金は2億58百万円（前年同期は4億14百万円の支出）となりました。これは主に、た

な卸資産の減少等があったものの、税引前四半期純損失の計上、仕入債務の減少があったことによるものであり

ます。 

 ②投資活動によるキャッシュ・フロー  

 投資活動によるキャッシュ・フローは、主に貸付による支出、貸付金の回収による収入により2百万円（前年

同期は15百万円の資金増加）の資金の減少となりました。  

 ③財務活動によるキャッシュ・フロー 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、主に長・短期借入金の純増額により10百万円（前年同期は9百万円の

支出）の資金の増加となりました。 

（３）業績予想に関する定性的情報 

 当第２四半期会計期間までの業績及び通期業績見通しにつきましては、平成23年３月10日に公表いたしました業

績予想の修正のとおりであります。  

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

簡便な会計処理 

 ①固定資産の減価償却費の算定方法 

 減価償却費の算定方法として定率法を採用している固定資産につきましては、事業年度に係る減価償却費の額

を期間按分して算定する方法によっております。  

  

 ②一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第２四半期会計期間末の貸倒実績率が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認められるため、

前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

  

③たな卸資産のたな卸高の算定方法 

 当第２四半期会計期間末のたな卸高の算定につきましては、実地たな卸を省略し、前事業年度末の実地たな卸

高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

 また、たな卸資産の簿価切り下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切り下げを行う方法によっております。  

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

資産除去債務に関する会計基準の適用 

 当第２四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及

び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用して

おります。  

 これによる、営業損失、経常損失及び税引前四半期純損失に与える影響はありません。 

   

  

２．その他の情報
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成23年１月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年７月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 685,581 935,894

受取手形・完成工事未収入金等 513,310 546,867

未成工事支出金 10,174 12,102

不動産事業等支出金 145,703 114,338

販売用不動産 117,522 217,114

営業投資有価証券 76,199 49,138

短期貸付金 1,154 2,000

前払費用 20,872 9,934

その他 109,853 131,684

貸倒引当金 △10,573 △16,435

流動資産合計 1,669,799 2,002,640

固定資産   

有形固定資産   

建物 839,774 839,774

減価償却累計額 △617,011 △606,639

建物（純額） 222,762 233,134

構築物 105,918 105,918

減価償却累計額 △103,053 △102,187

構築物（純額） 2,865 3,731

機械及び装置 53,367 53,367

減価償却累計額 △52,083 △51,654

機械及び装置（純額） 1,284 1,712

車両運搬具 6,661 6,661

減価償却累計額 △6,564 △6,530

車両運搬具（純額） 97 130

工具器具・備品 73,187 73,187

減価償却累計額 △62,161 △60,715

工具器具・備品（純額） 11,025 12,471

土地 371,982 371,982

有形固定資産計 610,016 623,163

無形固定資産 3,223 3,565

投資その他の資産   

長期貸付金 227,766 232,415

固定化営業債権 255,527 250,900

破産更生債権等 1,909 3,832

その他 177,838 178,243

貸倒引当金 △397,948 △396,881

投資その他の資産計 265,094 268,511

固定資産合計 878,334 895,240

資産合計 2,548,133 2,897,880
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成23年１月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年７月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 122,049 321,663

短期借入金 627,513 617,213

未払金 2,049 6,386

未払費用 61,067 65,714

未払法人税等 4,009 6,097

未成工事受入金 187,330 147,590

預り金 50,171 56,544

賞与引当金 5,849 6,075

その他 6,431 13,613

流動負債合計 1,066,473 1,240,899

固定負債   

退職給付引当金 13,824 16,367

その他 13,212 13,212

固定負債合計 27,036 29,579

負債合計 1,093,510 1,270,479

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,758,495 1,758,495

資本剰余金 53,475 53,475

利益剰余金 △300,925 △122,250

自己株式 △56,484 △56,483

株主資本合計 1,454,561 1,633,236

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 62 △5,834

評価・換算差額等合計 62 △5,834

純資産合計 1,454,623 1,627,401

負債純資産合計 2,548,133 2,897,880
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（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年８月１日 
 至 平成22年１月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年８月１日 
 至 平成23年１月31日) 

売上高   

完成工事高 1,119,113 690,651

不動産事業等売上高 92,241 163,798

その他の売上高 6,387 2,498

売上高合計 1,217,742 856,948

売上原価   

完成工事原価 1,038,958 660,089

不動産事業等売上原価 100,721 178,278

売上原価合計 1,139,679 838,367

売上総利益   

完成工事総利益 80,155 30,562

不動産事業等総損失（△） △8,480 △14,479

その他の売上総利益 6,387 2,498

売上総利益合計 78,062 18,580

販売費及び一般管理費 200,089 179,206

営業損失（△） △122,027 △160,625

営業外収益   

不動産賃貸料 2,741 14,068

その他 7,109 4,324

営業外収益合計 9,850 18,393

営業外費用   

支払利息 9,755 10,815

支払手数料 － 8,778

不動産賃貸原価 － 10,308

雑支出 6,064 3,257

営業外費用合計 15,820 33,159

経常損失（△） △127,997 △175,391

特別利益   

固定資産売却益 3,844 －

特別利益合計 3,844 －

特別損失   

貸倒引当金繰入額 1,547 1,637

その他 250 －

特別損失合計 1,797 1,637

税引前四半期純損失（△） △125,950 △177,028

法人税、住民税及び事業税 1,647 1,647

法人税等合計 1,647 1,647

四半期純損失（△） △127,597 △178,675
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年８月１日 
 至 平成22年１月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年８月１日 
 至 平成23年１月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純損失（△） △125,950 △177,028

減価償却費 12,671 13,488

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3,013 △5,110

退職給付引当金の増減額（△は減少） △838 △2,542

賞与引当金の増減額（△は減少） △7,796 △226

受取利息及び受取配当金 △1,450 △1,303

支払利息 9,755 10,815

売上債権の増減額（△は増加） △295,196 30,428

たな卸資産の増減額（△は増加） 68,787 66,897

仕入債務の増減額（△は減少） 39,278 △200,735

その他 △105,027 17,442

小計 △402,752 △247,873

利息及び配当金の受取額 1,450 1,303

利息の支払額 △7,921 △7,618

法人税等の支払額 △4,985 △3,898

営業活動によるキャッシュ・フロー △414,209 △258,087

投資活動によるキャッシュ・フロー   

貸付けによる支出 △4,300 △6,200

貸付金の回収による収入 1,550 3,934

保険積立金の解約による収入 15,241 －

その他 3,411 △260

投資活動によるキャッシュ・フロー 15,902 △2,526

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 － 20,000

短期借入金の返済による支出 △7,100 △7,300

長期借入金の返済による支出 △2,400 △2,400

自己株式の取得による支出 △1 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △9,501 10,299

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △407,808 △250,313

現金及び現金同等物の期首残高 1,454,927 935,894

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,047,118 685,581
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 該当事項はありません。  

  

  

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものです。  

 当社は、建設工事・土木工事の請負、施工、不動産の売買を中心として事業活動を展開しております。従

って当社は「建設事業」、「不動産事業等」を報告セグメントとしております。  

  

各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類 

 建設事業   ：建設・土木工事の施工・監理及び請負業務を行っております。 

 不動産事業等：土地 ・建物の購入販売、及びＯＬＹリース業を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 当第２四半期累計期間（自 平成22年８月１日 至 平成23年１月31日）        （単位：千円）

(注)「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、営業投資有価証券の売買等

を行っております。 

    

（追加情報）  

 第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号

平成20年３月21日）を適用しております。  

 該当事項はありません。  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  

報告セグメント  

その他 

(注) 
合計 調整額 

四半期損益

計算書 

計上額 建設事業 不動産事業等 計 

売上高 

(1)外部顧客への売上高 

(2)セグメント間の内部 

  売上高又は振替高  

 

 

690,651

－

 163,798

－

 

  

854,450

－

 

  

2,498

－

 

  

856,948

－

 

  

－

－

 

  

856,948

－

計   690,651  163,798  854,450  2,498  856,948  －  856,948

セグメント損失(△)  △115,318  △46,279  △161,598  973  △160,625  －  △160,625

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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①退任取締役  

 従来、当社の在任取締役総数は10名でありましたが、当社の事業規模を勘案しますと10名は過大であるため、平

成23年３月11日をもって取締役４名が辞任し、在任取締役総数は６名となりました。 

 退任取締役の氏名及び役職名 

（注）１．工藤喜克及び宮路晴男は、平成23年３月11日付にて執行役員に就任いたしました。 

   ２．上記４名の退任により、在任取締役は、佐藤進助、和田明彦、関忠夫、福井龍一、山口伸廣、栗城幹雄

     の６名となりました。 

②担当業務の異動 

 業務執行に関する責任と権限を明確化して、意思決定の迅速化を図るため、平成23年３月11日付にて、以下のと

おり取締役の担当業務の異動を実施いたしました。 

 また、常勤監査役 武田穂積は、平成23年３月11日付にて非常勤監査役に就任いたしました。 

４．その他

（１）役員の異動

 役職名 氏名 退任日 

 専務取締役 八木橋勝司 平成23年３月11日 

 取締役 業務推進部長 工藤 喜克  同上 

 取締役 経理部長  宮路 晴男 同上 

 社外取締役 濱田 直人 同上 

 新役職名 氏名 旧役職名 

 常務取締役 管理本部長 関  忠夫  取締役 総務部長 

 取締役 土木本部長 福井 龍一   取締役 土木部長 

 取締役 不動産本部長 山口 伸廣   取締役 

 取締役 ＯＬＹ推進部長 栗城 幹雄   取締役 経営企画担当 

 執行役員 業務推進部長  工藤 喜克  取締役 業務推進部長 

 執行役員 経理部長 宮路 晴男  取締役 経理部長 

 監査役（非常勤） 武田 穂積  常勤監査役 
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組織改革 

 当社は、平成23年３月10日に公表いたしました業績予想の下方修正を真摯に受け止め、業績の早期改善を実現す

るため、経営体質の抜本的な改革を図るべく、平成23年３月11日付をもって、以下の組織改革を実施いたしまし

た。 

 趣旨 

 ①事業方針 

 当社は、これまで公共工事である上・下水道工事を事業の主体として業務を進めてまいりましたが、減少を続

ける公共投資の影響を受け、ここ数年、上・下水道事業における売上げ、利益は、ともに厳しい状況が続いてお

ります。 

 当社は、このような状況を打開するため、不動産関連事業の強化及び新規事業の立ち上げを行い、上・下水道

工事と並ぶ事業の柱として確立し、業績の早期回復を図ってまいる所存であります。 

 具体的には、不動産関連事業の強化として、賃貸マンション等の利回り物件の建築及び販売を土地の取得から

建築、販売まで一貫して行うことにより収益を確保するとともに、新規事業としては、本社施設を有効活用した

介護関連ビジネスへの進出、また、上・下水道工事の施工時の安全確保に関連して発生する警備ビジネスを当社

の新規事業として取り込むべく、現在、鋭意検討中であります。 

 ②組織改革 

 上記の事業方針に沿って事業を展開していく上において、各事業の執行に関する責任及び権限を明確化するた

め、従来の組織を改革して、事業別の本部制を採用いたしました。具体的には、従来の主力事業である上・下水

道工事を行う土木本部、不動産関連事業を行う不動産本部、新規事業及びＯＬＹ機材の拡販強化を行う開発本

部、並びに総務部・経理部で構成する管理部門である管理本部の４本部体制にて業務を推進してまいります。 

③意思決定の迅速化・責任体制の明確化 

 代表取締役社長を除いた各取締役が、各本部の本部長として、業務の執行に責任及び権限を持つことにより意

思決定の迅速化を図るとともに、各事業に対する責任体制を明確化いたしました。 

  

（２）その他
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組織図（平成23年３月11日）  
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